
令和５年度全国学力・学習状況調査【小学校・教科の調査から】

全体平均正答率は、全国平均を 2.8 ポイント、県平均を 3.0 ポイントを上回りました。
・「話すこと・聞くこと」のうち「目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の
考えをまとめる」がよくできていました。

・「読むこと」のうち「目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけることがで
きる」がよくできていました。

全体平均正答率は、県平均を 2.0 ポイント上回り、全国平均を 0.5 ポイントを上回りました。
・「数と計算」のうち、「加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配法則を用いたりすること」ことがよ
くできていました。

・「数と計算」のうち、「(２位数)÷(１位数)の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考えることがで
きる」についての正答率が、全国平均と比べて低い数値でした。

評価について【 】

A：全国平均＋３％以上

B：全国平均同等から

＋－３％まで

C：全国平均－３％以上


